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　　　　第10回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　議　事次第，

日時　　　昭和5■年5月19日㈱　午後2時～4時，

櫛．宇宙開発委員会繕

議題

関係省融ける縮関連研究開発蹴況にっ込て

資料

委⊥9一 D・第9回晶晶委員会（是例姻．譲旨

　委10－2　関係省庁における宇宙関連研究囲発進捗状況
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場所

議題

第9回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　議　事　要　旨

昭和5ユ年5月12日㈱　午後2時～4時

宇宙開発委員会会議室

人工衛星の管理。運用の分担について

資料

　委9－1　第8回宇宙協発委員会（定例会議）諜事要旨

　委9一・2　宇宙開発事業団の虚礼に係る人工衛星の管理

　　　　　　。運用業務の分担及び実施について（案）

出席者

　宇宙曲発委員会委員長代理　　　　　　網　島　　　毅

　　　〃　　　　委員　　　　　　　　　八　藤　東　嬉

　　　〃　　．　〃　　　　　　　　斎　藤　成　文

関係省庁職員等

　科学技術庁長官官房参事官　　　　　　園．山　重　道

　文部省学術国際局審議官・　　　　　　犬　丸　　　直，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：竜本）

　気象庁総務部長　　　　　　　　　　　宇都宮　．　寛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃＝池田）

ω

郵政省電波監理局審講官

　　　”　　　〃　　宇宙通信企画課

　事務局

　　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　〃　　　〃　　　宇宙国際諫言

6．　議事要旨

　（1）前回議事要旨について
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　　第8回宇宙圏発委員会（定例会議）議事要旨が確認された。

（2｝人工衛星の管理。達用の分担について

　　事務局から、資料委9－2の案について説明が行われ、原

　案どおり了解された。

　　なお、第4項については、協議会等を構成する利用機関と

　して、国の機関だけでなぐ実際に利用実験等に参加ナる機関

　も含め、会議の効果があがるように弾力的に運用することが

　望ましいとの見解が出席委員全員より表明された。
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